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	対話活動の進捗と今後の取り組みについて
	私たちが目指すこと 対話は、まず「聴く」ことから
	なぜ今、「聴くこと」が全国で必要なのか
	554名の応募・記録素材から見えてきたのは、「早く答えを集めること」ではなく、  「安心して話し、言葉になるまでともに探索できる関係」への強いニーズがありました。
	スローリスニングとは
	「ただ話したい、聞いてほしい、という思いが先にある」（広島県在住）

	情報や結論を手早く引き出すための聴き方ではなく、言葉になるまでの迷いや過程を、ともに探索する聴き方。
	「属性でなく『その人』として話を聴かれることがない。社会的な役割や属性の中の自分で生きていると、本当に生きづらいと感じる。」（福岡県在住）

	スローリスニング
	ファストな聴き方
	「『対話』によってもたらされる多くのこと（自己に対する気づき、癒し、やる気、仲間からの応援、勇気、アイデア、直感等）を目の当たりにしています。」（埼玉県在住）
	「対話を学ぶ、実践する場の空白地帯がなくなることは、地域にとって成熟していく機会につながる」（鹿児島県在住）
	「対話が変わると、人が変わり、関係性が変わり、組織や地域全体の空気すら変わると実感している」（茨城県在住）

	他者との関係を育てていける「スローリスニング」が、 地方創生や働き方改革等を進める全国の現場でも必要とされている。

	全国に広げていくための3つの取り組み　
	見えてきた社会的ニーズと、各地にすでに存在する実践の芽を踏まえ、 私たちは「スローリスニング」による対話実践を全国に広げていくために、次の3つの取り組みを進めます。
	③地方で対話実践を ともに育てる
	複数地域で、地域が主役となって「スローリスニング」を活かした対話実践に取り組む。
	そうした機会が、コミュニティや人々の関わり方、社会の「当たり前」の変化につながるかを丁寧に検証する。
	その上で、各地の実践から得られた示唆を、社会に根づく新しい仕組みへとつなげていく。

	①「対話ドキュメンタリー」を 制作・上映
	「スローリスニング」により、対話の場で起きる変化を、体感的に伝えるドキュメンタリー映画を制作。個人の気づき、関係性の変化、そして社会変化の可能性を可視化。
	映画上映に加え、「スローリスニング」の考え方を学び、自地域で活かすためのセミナー/ワークショップと組み合わせて各地での対話実践のきっかけをつくる。次年度から全国各地で展開予定。

	2026年6月17日（水） 東京にて試写会開催予定。
	②「スローリスニング」人財の 全国での育成に着手
	「スローリスニング」を実践する人財の育成を開始。
	次年度は、育成プログラムを実施するとともに、各地の既存実践者とも連携し、実践者ネットワークを育てていく。
	（※）募集結果について 全都道府県・幅広い年代から554名の応募があり（募集期間：５日間）、地域における「スローリスニング」への高い関心と必要性が示された。全国各地で地方創生や働き方改革を進める上でも重要。



	【参考】「対話ドキュメンタリー映画」について
	「スローリスニング」により、対話の場で起きる変化を、体感的に伝えるドキュメンタリー映画。 個人の気づき、関係性の変化、そして社会変化の可能性を可視化した 約70分間のドキュメンタリー。
	あらすじ
	世代・性別を超えた相互理解と「社会規範の共同アップデート・意見変容・行動変容」が生じた




